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成鏑ヲ モ結モ 観喰 J、雨ヲ充

レノ、震 ノ品品 ヲサ粒者・ 1¥: シ

リ小シ ヲ J、洞 旦ノV 股ノス績

然ナア 最四ニ セ石ノ間ノv j" 

レノレ入 モ面面 9 官 結 隙 コ コ

ト弧込 普健ス 中 品 川 ト ノ

モ品三 遁 式 ノ レ ニヲ制i ア細



股ノ黒て不粒ト黒 最品コヲ、銑｜
石閃色約透子共鑓 後出ト黒化

英国不二明ノニノ ニノア鎖作

ノ 鉛 透 粍ナ小市：成 品早 v J:!:J 用

問鏑明ノノV ナ品分 出カトニノ

ヲカノ幅粒ノV 石鑓 セリ多産不

不貼モニ 子 モ ノ 物 ノレシクス充

規々ノア ト ノ 柱 ト ガヲ J、ノV 分

則碇ニ黄ナニ股シ閃如示閃モナ

ニ 質包初リア結ア亜キセ国ノノV

填石園色吏ソ品重錯観 リ 鉛 J、 部

手／某セ透ニアノ要鑓ヲ又鍵閃分

克中ラ明議ノ、間ナ ー呈稀及亜ニ

ニニノV ノ達粉ニノV ス ニ 方 錯 ア

五鑓黒モセ股散モ ノV J、鉛鋸ノ、

ニ 染 鑓 ノノレヲ在ノ モ輝鑓及コ

;ill! スノ同モ呈シニ ノ剣ニ方角

絡ノレ事長心ノス又シ ア鋭包鉛形｜
シニ化国 ノ、ノv ....、ア リ ニ i封鎖ヲ｜

ア過作的期モプJ 多 伴サト皐

樹キ用ニ ノV 梢鉛ク ヒレ共ス

枝サ不是不後鋭 J、 他若ニノレ

服 ノV 充ヲ透遼ト二 ノク柱結

トモ分包明セ共三 鍵ノ、成品

ナ鍵ナミ粒ノV ニ粍 物赴ノノ

リ 化 ノV 克服モ不大 ノ等 重集

終作部ニ ノ ノ 規 ノ 間二品会

ユ 用分其 IXJ 2、則粒 ｜箆ヨ石間
ノ、ノュタト直径ナ子 ヲツノヨ

不法ア側鈴ー ノV ト 不テ問リ

規ムノ、ノ、鑓粍共シ 規 t11'I 1液 成

則ニ斯約ヲ大生ア 則切ヲノV

塊従ノv - Iードノ ヲ プJ ニジ填コ

肢ヒ粒粍 心 闘 ナ をf} 充レタト l
ト粒 肢ノトキス繍 シ背j スア I・

四



類 ナ タ

~· ヨ ナ 内服 閃 JV ブ 叉化
ア、 シ ノv Jえ 外 ヲ す二ll可4・ τ2 産石 セ

JV ブ 構 "{: ナ 告白 ト コ匹、 膏 , 
1萄 其 玄~l)とi~ 

」<r::,,
ノ 過 ス A収足f買 ヲ 新 中

特 中 ヲ ノ －＇・、 キ 司王 冴三 ノv ーー

ノ 一 /I'、 多 閃 コλ 目回日 共 セ 閃他、
構 散 セ キ ![a ., i同 ー リ !fι - ノ

エと且互ユ主 在 , ff！； 鉛
-:::;. 

中 里 ’査官 硫0 

ま軍 ヲ 二え 叉 分鑓 、ミ、Jコ ー 鍍 方 鍵 化

さ% ノ・v 方 トヲ 寅 ノ J、 点以珂下

銅 コL ヲ 空白 プ 共 言銭主錯 常ト. 
ノv 児 鏑 －＇，、 ニ ｛＃］~ 成 ーー 共

鋸 モ ノレ ノ 重 重
ト

及 分 鏑 粒 ー

ノ ノ 著 日日日 品
ミ〆

重 ヲ 股不

ア 、、、 シ 石石
ソ

日日目 ナ ヲ 規

リ ナ ク ノノノ石 よえ 呈則

リ 多 間柱頂ニ 司王 予〆 ナ

稀 量 際朕角 伴前 其 JV 

ナ ヲ結ヲ ヒ 者 間塊
0 

ノ、 ノv 不 日E日I 2 結 石販

織 音E 規
トー

ノ ト－＇
） 

品 較 Z同;!!: ヲ

系住 分 則 fU:I ノ 形 レ ー 成

亜 － ー
ヲ ，，、 プ シ

を合 プ 満 鮪 面示其 填 又

鍍 J、 シ メ争 ーー ス 量 サ J、
、

－ ー 閃 火散 ブ モ ず白 L〆 石

取 直 成在（快 ノ 少 石 青

二五

各a 鉛 ！！：ヨEf ス ク ア ジ 蛍 中、
カ 鏑 ノ ノv モ , 多 ヨ

レ〆 J、 填 "{: ア 結 ク リ 坂一長

共 黒占 間 手自 リ 品 ノ、 先染

自1! 々 構鈎叉ノ、 不 ーー 耳元

構 粒 造石 粒径定 日許目T ヲ

ス~·且王土' ；伏 一 る 肢二形 出 成

ヲ f U ..... 
ヲ 粍粒 セ シc 



ノV 輝 朕 瑳 ザず ナ リ 不中 駒：国
l藍 ヲ 長fltl ヲ 銑j レ ／：レ 叉規 色銅

J、 得 鎖 成 鋸 五噛；黄則包多鉱：

寅 ，、、 ノ シ J 、 銅銭 ナ 一、 IL ノ、

銅 シ 残 プ 精｛ 直鑓鉱 ： ノV 1〆 質花
鍍 留 産 inJ 角 片 ヲ 塊或 ノ 同

叉 Jえ コ之、 鋸 ナ 包朕 J 、 鏡鉱：
－＇，、 ノV 麗 ノV 共固 ヲ 之石 Lil 
頁 生!lU 司王 ま軍 北瑳方 シ ナ ヲ ト

銭 ノ 併3 フ」 rm 黄或 シ 値ー シ 方そ

鍍 藍 ア 領 l〆 告1;J 長PU J 、 其切 プ JV 

中 ー 西E鑓 貰 中 ノV 産二リ ノ、

ノ 和 伴 手話 :W1¥ 列 銭ニ型正そ戎 l
裂 ま•i]i ヒ ナ シ 鋸未ヲ輝富

際 銅 官軍 JV が！＇包 中 5主 ナ 銅鍍

若 鏡銅 コ』＝ j伏 ーず 一 種 ;7. 鍍
ク 一 fWJ¥ 黄 f茸 レ 脈化 司王 イ包 三J

ノ、 遅 ノ 銭 造叉股 セ 輝作 プ
日日目 Lノ 周 鑑 ヲ 稀 ヲ フ 銅 用 最

I同 プ 国 及 ナ 一 T ν 鑑 ノ 司三

生 ヨ アI廿;t{ フ、 ノ、 シ サ 化甚主
ご111口' 成 リ 都J 弓三 倣 プ ノV 作 シ 要
ヒ セ 王証 鉱： ノ 細存粒用 カ ナ

プ フ 銅 ヰl ア ナ Jえ 妖 ノ ブ

号長 レ 領 リ ノV JV ノ 主主 サ

空一挺 タ 一 即長 棒 モ 黄 、、、 ノレ ノ
Jえ ノレ 麓 月先 月先 ノ 銅 タ 苦！~、

鎖ノレま軍 司王 リ 叉 ヲ ア 分 ミノ
、

銅 ノ 又 ノ、 ご下t: リ ヲ 司三 ニプ

鏡 ナ ノ、 ~F シ 時 Jyz. ノ 於黄
ヨ ノv 主韮 規 生日 £‘ プ 針j
y :::r 銅 則 藍 ノ、 ノv ア J 、 鉱：

更 鉱： ナ 中 ヲ：； τ2 リ 黄
フ ヲ Iド ノレ 規 プ 銅 t’｝？

全日 一 塊 包則 ア ＿，.、 鋸 ヒ

一一六



イ色 萄 坑 ノv 産 白
;:o 

フじ 乃 ~ ご 鋸稜・（ 

f宇 1氏 庇 日日日

］ 
ア、 鎖 c 山 至 ヲ イと

午J 鏡
） ト4

用 ヲ 島 洞 時鋸 一 ヲ 包 セ。 一
ヲ 斗〆ー 線 ノ ＿，、 さ床 粍 主衰 JV 

戸Jι主 ’ピ ヨ 内 主主 黄 ］賓 ナ 面 ス モ、）． 、
ケ ノv リ 面 表銭 及運 ノV 晶 ノ

タ 白 採 ヲ 面鏡 巨 中 モ 宇／ 洞 、

ノv 錨 集 褐 中 f:.... 一、）￥tι• 大外 女日

後 鎖 セ 色 微 ノ 白
ト4

硫、sご ー ナ 面 ク

ノ ノv ノ 細裂 ノ 重枇ノV 支 /... 多

生 生標 玉 ナ fijt｝~銭表 日日日 銅 モ ヤー‘
c』・4 ノV ク

ミ〆 セ 本 髄 ノV 又 日臼日 石錨 ノ とコ部ノ、

タ ノv 質 方 ノ、 鋸 J、 ヲ 分不
ノレ モ ブ 石 鉛品 シ 伴 一 有 規
司E ノ J、 英 鍵洞 プヒ 和： も／ ブ 則、、
ノ ア 止軍 ノ 一 長微 以可 －＇，、 ナ

ナ リ 銅 ヨ 結ー 面 上面美ノV

ノV 民七 鑓 リ 日日H シ 粍 ナ 一 麗塊
二2 事 ノ ブ ノ 腎 ノV 建 J、 ナ 股

賞 表 填 共臓 一 ー＿，＿＿ セ ~ffi ノV 叉ノ、

明 ヨ 面 サ 生服 粍角 リ キ

ナ リ J、 L〆 Jえ 若 厚柱 光 角規
ソ 児銅 タ JV ク 。；伏 輝板則

ノV 藍 ノV 弓正 －＇，、 五 ノ ア 朕 IE

一一 モ ノ 葡 粍結 J ノ シ

白 嬢 ノ ア 萄 白目日 4土日I; 結 ク

鋭化 ア リ ；吠、 建 ヲ 品 日日日 西E
鋪 シ リ 叉 ノ Jえ 産 ノ ヲ ヂリ、 、

4二 －＇，、 克 員主主ι 白 集 シ
コ＂二 ナ セ

原 一一 屋 銭会 タ Jノム コλ ノV

鍵 主主 敷 鋸膿 ノV ノ、 二E 棒

石 表 骨量 ノ ヲ ::2 1ff ノ 股
ノ 面 床 議 j- 通 ア ノ

到4－ 

ー hモyバ・zrヨ 建 シ ア f主 v 1軍
能4ロL 葡 一 セ ブ リ 一 部1一 " 、



タ 嘗 粉 融等 カ 放朕 .7- 官豊硫

9 プ 股 構 ノ ー 射鍍常 ヲ イち

微 且占ι,,. 黄 遺硫 明 肢 中 一 成鏑

京国 屋 鏡 ノ 化ノV 一 主ヨ 鍍 Jえ ノ

ナ 敷 中 如鑓 ミノ 集 リ 瞳 司王 日a目

ノレ 鑓 ーー キ 物黄合接 ノ 亦洞

雲 床 黄 観 ヨ 銭 セ 見破 閃 中

母 忠 鍛 ヲ 9 鋸ノレ サ 砕 亜

銭 節赤 鏡孔 塁後及柱 ν セ 鉛黄 繊

鏡 竪 ノ Jえ 期 方 股 シ ア 鏡銅維

ノ 坑銭 表雀 ノV ノ % 、1 ノ ごE レ ノ 鋸亜

集 ヨ 面 弓三 生鑓 =t: ノ 角 表重鉛

βι一・、 リ 鏡 ヲ 石 ノ 成 ノ ノ ナ 主主 面 日日日 鑓

躍 出 面長 ア 物 間 ジ 股 ーー 石

タ ヒ リ ナ 際 ミ／ 色構薄及

シ 9 僅 JV ヲ プ J、 三~H.主主二 キ 方

ア ト 一 ::< 填 薄赤 ヲ 蓋 鉛

黒 都 存 三〆 片 色旦被鋸

色 ス エえ 明叉 乃 コ人

ヲ JV JV ナ J、 ブ 至 JV シ f宇

呈 司：と ヲ リ 閃 J、 赤音r~ ブ ヒ

ミ／ ノ ；現 又亜透褐分 出 プ

’恰 ヲ 微 方鉛 明 色及 ノレ 産、
弓三 ；翠 鏡 鉛鋸 一

稿、 モ dス、
石 鑓 下 鍍 ノ プ シ 日日日 ノ 立E色l 

墨 諌 ヲ 外直 ブ I同 ア 通
ノ 一 言ri)g 一側 ：ワ夕ー、 f康 リ 腎

「

其臓女日 保 よ‘ 苦E ヲ ー 痕 富

ク 存 JV ヲJ句、 包 ::< J、 .[,. 何形

手目 サ ノ 代 コ占 JV 黒部 レ ノ
'-

現 L〆
、、、 シ ノV ノ 褐分 タ 織

タ ナ ア ヲ 下色 ーー JV 維、
黒 ノレ リ 一 以 ー ナ l；艮 ヲ 状

ク ヲ 見 ブ ブ 9 リ 間集

~H 兄 共是僅 梢塊 －＞、 1t 

二
八



石 ノV 脈 貰 面黒 股 禍 著

英 コ 石 鍍 ヲ 鍍 葡鍛 ;7.、

ノ 中 ノ 蔽 ノ 萄 鰯

匹！ ア 耳仁？元L 表 ヒ 表 股 ノ、

手重 リ モ 商 或 面 等 円安

ヨ日ユ三 7J'- J、 ノ イ七

ナ ヲ 荷7 鎧 黄 白 結在I~
Jζ 其 産 丙 字L 錆色 核鋭

::? f生 キ 石 航路 ヲ 君者 自告 ヲ ノ 子易

質 モ 即長 ヲ 植毛 ナ 成

ヲ ヨ ノ 英 石 ア 饗切肢磐 二え 分鍛
Tィ：，円if" リ 一 ノ 三／ ノV ノ 司王 ト

，、、 ノ，j、シ 成； 或 裂 集 ノ シ 鍍

シ 、ノ
ブ 分 J 、 際 会 ア ブ
、

時 ftl: 鉱 皮 中 ト リ .:t:. 
ノ、 鍍 物 殻 シ 要

鍛 プE令t守L？ 月先 産 ブ ナ

石 骨長 ヲ Jえ 産 JV 

英 !'f!. ナ シ モ
、

隠 鏡 シ 叉 ノ

倣 ノ 産 ノ、 ー

日日日 イ可 出 寅 U‘ ノ

111 レ Jえ 鑓 プ、

石 ノv ノ 主

英J 司三 モ 角

日匹日' 作 甚 礎 三、／ 

質 ヒ 稀i 肢 ブ

粒 3く 少 ヲ 士
九 完走 石 ナ 呈 月先

石 ・;i, ー・ 9 ;7.. ヲ

英 JV ナ

及 モ 二九

玉 モ ノ ごE

』ulfrιi－ 産 ノ 鐘

丹』ょ4F干 コス 表 字L



日日円 一母 弓三 ヲ リ R霊 ソ 倣ノレ キ ナ径時銭

質 ノ ノ ナ 屡倣 オネ！日 モ 複 ノV 二 石

粒 ア、 日日日 日同円 ゾナ ノ 屈水 粍是英

J伏 片 日日日 ::7 質質 ア ノレ 7噌 折 酸大等

石 ヲ 質 粒石 構 石ノレ性化 ノ ノ 里

英 多 粒 ア 朕英
b、仕－央_,,_ ，、、、、

鍛寅錨鎖

量 航 9 石 ヲ II まii シ ヲ 散銭石黄

宜主 ノ 堂 英 政 立 品 是有布鋸 鍍
石 ヰ壬 モ 屋 脈 鍍 k 中 等 シ’ セ ノ ブ 及、
英 y. ノ 敷 ノ リ ノ 多 9 六横石
及 ノV 鏡 ヨ 主 誕水色 y正面切膏

｜態 ヲ Ji 床 リ 要 完走問主性目安 時． フ q:i 
f波 日i?.?. 一 プ 背広 ヲ 化著 化 結 ノV

品 h 縞 番積分 成銭 三／ 鍛品 、角
質 ノレ 月先 :JJt ー切 ヲ セ －＇，、 ク ノ、散 ::7 盤
石 :::r ヲ d烏 フ )[:3 ノレ！怠軸非黒白ト股

英 ナ ヨ君 ノV 成 I'rf倣色結セ屡ヲ

中 ア セ 乱要 、シ 大品 J、 日日日 リ ナ ナ

一 リ リ 南 司王 内 粒質褐 質 -:i_ リ ミノ

意図 薄 端叉ュ ノ 石色 ナ ヲ 肉 ブ

！振 片 ヨ 反 微 石英 ヨ ノV 検 眼包

ヲ 一 リ ヅ ネm 英 中 リモ 鏡 的 ’マ

ナ プ 産 プ ナ 荒ース レ
シ a，、 セ 品ノV J、ー褐 音［） L〆 ，」，、 1、竺i三z－ 

ブ 隠 ノV 質 寅 水様色 J、 J、赤般

横 微 エモ 粒銭 自主 高 I態褐 ノ

切 日日日 ノ 月先鍵 化分 嬢 キ 倣色銭
ノv 質 石結 銭布化屈 品紋 石
ノ ノ ブ 英 品 ヲ 二え Jえ 折質密英 。
、、ー． 石 J、 塊 ヲ 含ノレ 針 卒 石 中
ナ 英 隠 ノ 玄＿，..~ '7 

一 手品 j’J.争1・‘ シ ノ

フ 間 fまt 中 設
震そ 非ス 鑓ニ 較比 中ニ

ブ 裂
二え 日日日 ーー 一戸 内線、
母： 手目 司令 脈含 一 ミ／ 底的 倣 一 P、

岩 三7:、一・ ノ 股 メ フ ブ 二え 低純 正E 同、

ーー ー，，.



量黒 期ノ、質填示ヲ王 ニ ヲ ヲ ヲ l
ナ 鎖 ヲ之石ジセ満髄粒異 笛L疏｜
ノV ノ 異ト英ア ノV シ 質 朕ニ走化

苦l； 主 ＝同ノ、産 石 ア石ノシセシ

分成 セ H寺硫ス英産 英 集 ffi.); 9 ア
ニ分 9 ニ化／V ノシ 令Lo.. 一 九、日日円｜I 
アト 品鑓モタト叉 褐鰻 原 岩質
ノ、シ 出物ノ側 J、色 ヲ 岩 ヲ粒

片ア重 シノエニ脈繊ナ石桂朕

股産 タ鑓ア薄 股維 セ ノ化 石

ノシ品 ノレ化ソキヲ肢ソ構ス英

結昔・ モ後ア蓋 ナニ 造 ノV ノ

品遁石 ノニノ、被ジシ ヲ場拡

ト 閃 ニ 生 j~ トアア 共 令令

ミ， Tii( シシ内シ鎌放 俵ニ i泣
テ 鉛 ア 前面ア石身、i 保 ノ、ト

放鉱 外記ニ産ヲ：＃＊ 干f： 原化

射方 観品克ス横 ニ ス 岩セ

朕 鉛 互質ニノV 奴j 西E Y 石シ

ニ鏑 ニ 粒品コノレ列 モ ノ メ

回E ト 狛 般質 ト コシ ノ構又

列 共 似石石 ア ト 鏑 ァ成黄

ユニ ス英英リア石 リ々織
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N＇ミbご 経 － ー 現 ff.it 股 タ フ 再流 フ ::2 ノレ

セ ソ 黄 サ ノv ス ヨた レ ::2 

ブ タ 銭ノレ 黒 叉 滅 タ ア
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、 接
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寸M’I－ 的 黄 明 ノ、 分

栴 鋭敏 ヲ ノV 肢 鏑 境 銅 瞭長 ー
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タ 期 セ 黒最 閃化 ノ 戸〆 場 二九 鏡
戸〆 ノ ブ 鋸後 亜 ノ 克島1三f ノ ノ
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Geology and Ore-deposits of the Hanaoka Mine 

By 

KAMEKI KrnosHrrA, Geologist 

(Abstracも）

Situation : The mine is situaもedinもhenorthern part of山o

Prefecture of Aki同， abouも10kilomeもressouth ofもheboundary 

between Akita and Aomori Prefectures, and 4 kilometres 11orth-

west of Odate, a sもationon the “Ou Railway line”with which 

the mine is connected by a tramway. The district surrounding 

the mine lies onもheeasもofもheso-called Oyama Mountain which 

is in reality a hilly land, forming a pa吋 ofthe eastern margin 

of the Dewa Mountain Range. The mine being located on a flaも

もerracefringing the eastern fooもofthe Oyama Mountain is aLout 

200 me七resaboveもhesea-level. 

Geology : Among山egeological formaもionsconstituting the 

environs of出emine，もhemost importan七is出e'l'ertiary consis-

ting ofもhelayers of liparite tuff, shale and conglomerate which 

strike from NE to SW, and dipもowardsSE or N W  wiもha gentle 

inclinaもion. Penetrating throughもhese'l'ertiary rocksもhereare 

apo・andesite,basic andesite and plagioliparite forming minor 

intrusions and exもrusionshere and there 

'l'he geological evenもsof出isregion may be summarized as 

follows・ 
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11 Gradual uplifも－erosion.

10 Principal period of mineralization. 

9 Extrusion of liparite (Plagioliparitめ．

8 Intrusion and extrusion of andesite 
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(Basic andesiお）

Erosion-deposition of green liparitic 

tuff. 

Exもrusion and intrusion of lipari胎

(Plagioliparite) and accum叫ationof 

liparitic tu庄

Deposition of shale. 

I山~u sion of anclesite ('l'wo pyroxene 

andesiもe). 

Deposition of conglomerate-uplift. 

Erosion. 

Et・upもionof volcanic agglomen比eand 

lava （日ow)(A po-andesite ). 

Oro Deposits: rrhe ore deposits of the Hanaoka mine are of 

もbemetasomatic origin, chiefly consisting of mixed sulphide 

ores. The ore bodies occur sporadically in a well defined area 

exもendingfor at least 2 kilometres in tho direction of NNE, along 

もheeastern foot of Oyama Mountain. Those of Motoyama, Do-

yashiki, Kamiyama, Kannondo, Keillonkδand Ishibotoke are 
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arranged in a curved line rnnning from SSWもo~NE, and pitch 

45-60 degreesもothe south. The localization of the ore bodies 

may be accounted for by the easiness of the deposition of ore in 

the loose brecciaもedtuff which is overlaid by an impermeable bed 

of shale. 'l'he Dδyashiki deposiも， themosもimportantore body in 

the Hanaoka mine, is approximately columnar in shape and its 

cross-section shows an irregular elliptical outline withもhelonger 

diameter of about 600 metres running E・Wandもheshorter 

abouも300meもresrunning N-S. The depth of the columnar 

mass extends so far as we know for 1norcもhanSO inetrcs as 

shown by the sinking of a shaf:ι 

The deposit is composed ofもhrccdifferent kinds of ores, viz. 

“I王urokδ”(Iζuromono)or black ore，“δko”or yellow ore and 

“Keiko " or siliceous ore. 'l'hc “Kuroko " consists of an inti司

m叫emixture of galena, zincblende and baritc, with some chalco-

pyriもea吋 PY山 e. The “Oko”is a crystalline massiγo pyrite 

accompangied by a small mnount of chalcopyrite. The ・＇Keiko” 

is an altered liparite or liparitic tnff impregnated with a variable 

quanもityof pyrite, together wiもh some sulphide ore-minerals 

forming“Iζurokδ”. 'l'hese ores are usually associated wiもhone 

another in a complicated manner, and form irregular massive 

deposits. In the Dδyashiki deposit, irrt>gular masses of “Km叫（Q”

(mixed sulphide ore) are enclosed in the“δko " (Pyrite ore), 

which in turn is surrounded byもhe“Keil王δ＂(Siliceous ore). 

The“Keikδ 円（Siliceousore) is often broken up inもopieces which 

are cemented by the“δko" (Pyriもicore), i凶 icati月 thaもthe

“Oko”is laもerin formation than " Keiko”. The “Iζeikδ＂and 

"Oko" are often penetrated by barite veins. 
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λs already poinもedout by Professor T. Katδへiもseemslikely 

that the formation of七hedeposits was accomplished by the 

successive mineralization, 11amely (l) the silicification with 

subordinate pyritization, (2）もhepyritization with s凶 ordinaもe

silici白cation,（引もhelast mineralization comprising the deposi-

もionof barite, gypsum and various sulphides such as galena, 

zincblende and chalcopyrite, etc. 

As previously described，もhedeposits are found in a green 

tuff which is covσred by tlte basal gravel bed of the“Terrace 
deposit". In this bed, the writer found a few minerallized 

pebbles with the negative pseudomorphou白 caviもiesof barite, on 

which accounts he deems th叫 theabove mentioned inineralization 

must have tukeu placc before the deposiもionof the gravel bed. 

An Outline of the Geology and Ore-deposits of 

The Yoshino Mine 

By 

ILDIEKI KrnosHITA, Geolooist 

(Abstract) 

Introduction 

'l'he Mine under consideration is found in a hilly land faci11g 

toもhecountry lying along the course of the Naruse-gawa, and is 

about eighもkilometrescasもofJumonji, a station on the Ou 

railway line with which iもisconnecもedby a good road. There 

後 T Kaもo,Jour. Geol. Soc. Tokyo. Yo!. 27 (1920). 

Jap. Jonr. Geo!. Geog. Vol. Ill (1924). 
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occur several copper-bearing network deposits, which arc associa-

ted wi出 smallmasses of " Kuroko＇’ or Black 010 (an intimate 

mixture of galena, ziucblende and lmrite with some pyrite and 

cbalcopyrite ). 

The genetic relation between these twoもypesof ore deposiもs

is noもyetfully investigaもed. The writer believes thaももhesもudy

of出isrelation wouldもhr・owsome lighも uponthe origin of 

“Kuroko ", eventually facilitating at the same time the prospect-

ing of similar deposits. 

Geology 

The Yoshino Mine is one of the largest in the prefecture of 

Akita. Its environs are じomposedof a Tertiary formation 

consi自もingof lipariteもu妊andsiliceous shale, intruded by younger 

liparite and andesite. 

At the base ofもhemine，もher・cis a brecciated tuft' which 

contains many乱ngularfragmenお ofliparite, andesite and elate, 

and is intruded by liparite. The brecciated tu町incontact with 

tho liparite, is usually so silici丘edthat it is almost difficulもto

distinguish from tho brecciated part of the lipariもe.

The liparite is a gr叫y felsitic rock with phenocrysts of 

granular quartz and lath-shaped plagioclase, and covered by ~ 

green lipariもetu正

The green tuff occasiυnally contains abundanもfragmentsof 

liparito and pm工iice,especially in its lower hor包ons,so山atit is 

difficulももodiscriminate it from the brecciaもedtuff mentioned 

above. On the green tu ff there is a tufaceous shale confornablv 

covering the former. 
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These tuft's as well ns the tnfaceous shale strike from NW  to 

SE, and dipもoNE with angles varying from about 25° も060°. 

The 山ickncssof the complex is 250 metres or more. 

Piercingもliegreenもuffand tufaceous shale is found the 

rhyolito which has nearly the same mineralogical composition 

as山eliparite, al出oghもheformer is more greenish in colour 

and exhibiもBa remarkable fluidal 5もructurein some parもs. The 

rhyolite is an imporもanもcountryrock of ore deposits and is 

partly altered into a sofもgreenishrock and parもlyinto a compact 

siliceous mass. Tho former is di白cnlももodistinguish from the 

green tuff, andもhelatter from tho lipariもe.

Coveringもherhyolite there is a siliceous shale which is hard 

and compact, being quite different fromもhotufaceous shale, and 

conformably overlies the latter. 

Bothもherhyolito and the siliceous shale are cut through by 

a basic andesite. 'rhis andesiもeis a black or dark greenish 

phanerocrystalline rock, mainly composed of the labradorite・lath

and granular diopside wiもha chloriもicmatter in interstices. 

Besides the above mentioned rocks，もhereare pleistocene and 

recent deposiお alongthe course ofもheNn.ruse-gawa. 'rhe former 

is mainly made up of the もhickbeds of pumice, and the laももer

of gravel, sand and clay, eもc.

Ore deposits 

Two types of mineral deposit are found in出ismine. 'I、he
one is “Kur 
galena and bar‘iもewiもhavariable quanもiもyof PJアriもeand ehalco-

I〕yrite. It has been extracted by open cut as well as bァunder-
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ground working. In tho old pit of udonosa＇＇判 iもisenclosed in 

the rhyolitC' in the form of a wedge and covered by a siliceous 

shale at the top. In Kumanosm＼’a, however, it is found in the 

fo1・凶 of lenses, along the boundary hctweC'n the rhyolite and 

ovcrla¥'ing siliceous shale or andesito. 

Tho other type of mineralization is a network deposit. It 

Cl'OJ可Sout crossing both the rhyolit.c and the green tuff with the 

inclination of abouも60°to tho South. 

The guangue minerals inもhoYeinlots are mostly quartz, buも

iu some places calcite, chloritc and barite predominate. Quartz 

and chalcedony are abundantly seen in some thin sections and 

quartz crysも；1lscover the inner surface of some small vughs. No 

other gangue mineral of importance was found. A microscopical 

inve日もigation reveals もhaも もhe greater part of the sulphide 

mi110rals is of later origin than chlorite and quartz, but the 

occurrence of feathered quartz at tlic center of the Yeiukts 

indicates the repeaもeddepositiυn of silica. 

'l'he ore minerals in decreasingυrder of abundunce are pyrite, 

clialcopyrite, zincblendc日11d日alena. They show striking analo-

~）;i es もo “ Iよ lll・oko 円 or Black ore in the nature and sequence of 

tho compone1凶 minerals.

Of the sulphides, 1下yriteis inyarialJly the earliest in forma-

tion in boもhkinds of the ore and it is often replaced Ly 

clmlcocite or bornite, rarely by chalcopyrite. Chalcopyriもeis 

usually deposited without any obvious replacemenもofthe enrliοr 

sulpliidC' which seems to ho a primary mineral，もhonghit is ofい11

repbt・eell1y bornite, which is presumabl~· superge11c・. Zinchleude 
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and galena seem to be of a comもemporaneousformation and 

usually fill upもheinもerspacesof pyrite and chalcopyrite. 

In Kumanosawa, the neもworkdeposit gradually changes inもo

true fissure veins in the lower horizons with an increase of 

pyrite, and also into disseminaもeddeposiもinもheupper horizons 

wiもh an increase of zincblende, galena and barite. In the 

uppermost horizon, the dissemin叫ed deposiも i1:> covered by 

“Kuroko＇’ ore which contains a large amount of zincblende, 

galena and barite. 

Fromもhesefacもs,the present wriもerconcludesもhatもhe

form aもionof both the“Kuroko " andもheuetwork deposits are 

genetically relaもedもoeach oもher. They oweもheirorigin to the 

same mineralizing solution which precipitated もhe uetwork 

deposiもinthe lower level inもherhyoliもe,andもhomassive 

“Kuroko" in the uppermosもhorizon,alongもheplaue of conもact

between the rhyoliもeand shale. 
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